
第５学年 音楽科学習指導案 

○組    計 40 人 

指導者 ○○ ○○ 

 

１ 題 材   合唱のひびき 

   教材   「星の世界」  川路柳虹作詞 コンバース作曲（本時主教材） 

        子供たちが選択した合唱曲 

       ◎滝廉太郎の歌曲 

 

２ 題材について 

(1) 題材の位置とねらい 

   これまでに子供たちは，４年生題材「みんなで合わせて」で，二部合唱曲（パートナーソン

グや部分二部合唱曲）で歌う活動を通して，パートの音量のバランスに気を付けて表現したり，

旋律の重なり合う響きを感じ取って表現したりする楽しさを味わってきている。さらに子供た

ちは，より多くの声部を加えた合唱をしたいという欲求が高まってきている。 

   そこで，ここでは，音程に気を付け，他のパートの歌声を聴き合いながら三部合唱をしたり，

自分たちで選択した合唱曲を歌ったり，さまざまな形態の合唱曲を聴いたりする活動を通して，

和声の響きを感じ取って合唱する能力を高めるとともに，声の重なり合う響きに関心をもち，

進んで合唱をしようとする意欲や，音量のバランスを工夫したり曲想を生かしたりして合唱表

現を追求する能力を高めることをねらいとして，本題材「合唱のひびき」を設定した。 

   ここでの学習は，曲想を生かせるように歌唱や合唱奏の演奏形態を工夫する能力を高める６

年生題材「豊かなひびきの歌声」の学習へと発展していくことになる。 

(2) 指導の基本的な立場 

   和声の響きを感じ取って合唱する能力を高めるためには，単音に三度上や五度上の歌声を重

ねていく二声による和音唱や，三部合唱によるⅠ－Ⅳ－Ⅰ－Ⅴ－Ⅰのカデンツに取り組ませる

ことにより，自分の歌っている声と重なっている声が響き合っている美しさを味わわせること

が効果的である。特にこの期の子供たちには，自分たちの合唱が響き合っているかを相互鑑賞

や録音によって振り返らせ，さらに練り上げられた合唱表現をめざす楽しさを味わえるように

することが大切である。 

   具体的には，まず「星の世界」を取り上げる。この曲は讃美歌で，旋律はなめらかで美しく，

歌詞は秋の星空，無限に広がる宇宙の神秘を歌っている。そこで，旋律を「星の光」や「宇宙

の広さ」などの歌詞と結び付け，夜空のイメージを膨らませながら歌う楽しさを味わえるよう

にする。また，三部合唱は常に和音の構成音により進んでいくので，自分の歌っている声と重

なっている声の響き合いを感じ取りやすい。そこで，ヘ長調のカデンツを取り入れながら，声

が重なり響き合っていることの楽しさを味わえるようにする。 

   次に，子供たちの選択した合唱曲に取り組ませる。６人から９人の少人数のグループを作り，

自分たちで主体的に学習を進められるようにする。曲については，これまでの学習経験から，

二部合唱や簡単な三部合唱で，子供たちが興味をもつようなものを選択することができる。そ

こで，子供たちがこれまでの学習を生かして意欲的に学習に取り組み，自分たちで表現を高め

ていく喜びを味わえるようにする。 

   さらに，滝廉太郎の曲を取り上げる。ここで取り上げる「荒城の月」は女声合唱と混声合唱

で，「箱根八里」は男声合唱で聴くことができる。そこで，形態によって異なる味わいや合唱の



美しい響きを味わえるようにする。 

   これらの活動を通して，子供たちは声を重ねることのよさを味わい，合唱表現への興味・関

心を高め，和声の響きを感じ取って表現しようとする態度を養うことができる。 

(3) 子供の実態（調査対象 ５年○組 40 人） 

① あなたは，みんなで合唱をするのは楽しいですか。 

    はい（36 人） いいえ（４人） 

② その理由を答えてください。 

【はい】 

・きれいだから（15 人） 

・みんなで合わせて歌うから（９人） 

・ちがうパートを歌うから（５人） 

・声が重なり合うから（３人） 

・曲の感じが変わるから（２人） ・その他（２人） 

【いいえ】 

・むずかしいから（２人） 

・わからなくなるから（２人） 

③ 合唱をするときに，どんなことに気を付けていますか。 

・つられないように音程を合わせる（24 人）   ・口を開けて歌う（３人） 

・ちがうパートの声をききながら歌う（４人）  ・その他（３人） 

・音量のバランスに気を付ける（４人）     ・わからない（２人） 

④ 「はじめましょう」をカデンツ（四部）で歌ってみましょう。 

○ 正しい音程で，よく響く声で歌える（10 人） 

○ 正しい音程で歌える（24 人） 

○ 他のパートにつられてしまう，正しく歌えない（６人）  
 

   ①②から，多くの子供たちが合唱をするのは楽しいと答えている。しかし４人の子供たちが

合唱することに困難を感じている。そこで，子供たちに個別にかかわり，正しい音程や響きの

ある声で歌えるようになるまでのがんばりを称賛して，合唱することのよさや楽しさを味わわ

せる必要がある。 

   ③から，音程を合わせることに意識の向いている子供は多いが，音量のバランスに気を付け

るために聴き合うことや，歌詞の様子や曲想を生かして歌うことを意識している子供もが少な

い。そこで，音量のバランスについて考えさせたり，歌詞や曲想に着目させるような活動を取

り入れたりする必要がある。 

   ④から，正しい音程で歌える子供は多いが，響く歌声のポイントをつかんでいない子供が半

数以上おり，音程のとれない子供もいる。また，歌い方を見ていると，口形や姿勢，発音など

基本的なことを意識している子供は半数程度である。そこで，周りの声をよく聴くことや，発

声のポイントをつかむことを指導していく必要がある。 

(4) 指導上の留意点 

   以上のことを踏まえ，指導に当たっては次のようなことに留意したい。 

  ア 声の重なりによる響きを感じ取って表現する楽しさを味わえるようにするために，階名唱

による三度や五度の重なり遊びや，歌詞を変えたⅠ－Ⅳ－Ⅰ－Ⅴ－Ⅰのカデンツに取り組ま

せ，声が重なったときの心地よさを味わえるようにする。 

  イ より練り上げられた合唱表現にしていくために，２グループ同士で演奏を聴き合う活動を

通して，パートの音量のバランスに気を付けさせたり，星空を見た経験について話し合う活

動を通して，大切な歌詞や旋律の盛り上がりに着目させたりする。 

  ウ 各声部を正しい音程で，響きのある声で歌うことができるようにするために，声部ごとに

音取りができ，発声のポイントを掲示した「学習の広場」を設け，同じパートで声をよくそ

ろえて歌うことができるようにする。 



３ 目 標 

 (1) 発声に気を付け，豊かな響きの歌声で合唱することができる。【知識及び技能】 

 (2) 声の重なり合う響きを感じ取り，音量のバランスや，歌詞や曲想を生かした歌い方を工夫す

ることができる。【思考力，判断力，表現力等】 

 (3) 合唱の響きの美しさに関心をもち，各声部の音程が正しく響き合っているかを振り返りなが

ら，合唱の活動に取り組むことができる。【学びに向かう力，人間性等】 

４ 指導計画（全８時間） 

過 程 時 教 材 主 な 学 習 活 動 教 師 の 働 き か け 

 課題把握  

 

 

 

 

 

 課題追求Ⅰ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課題追求Ⅱ  

 

 

 

 

 

 課題追求Ⅲ  

 課題把握  

   まとめま  
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星空の様子を思いうかべて歌

おう。 

○ 斉唱の範唱を聴いて，感じたこ

とを話し合う。 

○ 美しい星空の様子の写真や，Ｖ 

ＴＲをみて，様子を思い浮かべて 

歌う。 

 音程に気を付けながら，他の 

パートを歌おう。 

○ 合唱の範唱を聴いて，感じたこ 

とを話し合う。 

○ 「学習の広場」で，中声部と低 

声部の練習をする。 

 音程に気を付けて，きれいな 

ひびきの三部合唱をしよう。 

○ 全体を三つのグループに分け， 

声部ごとに「学習の広場」で練習

する。 

○ お互いの演奏を聴き合い，よか 

ったところや，もっと工夫したら 

よくなるところを発表し合う。 

 三部合唱のバランスや，曲の 

山に気を付けて合唱しよう。 

○ 三声のバランスがとれ，曲の山 

のついた合唱と，そうでない合唱 

を比較鑑賞し，よりよい合唱のつ 

くり方について話し合う。 

○ グループごとに練習し，相互発 

表する。 

 好きな曲を選んで合唱しよう。 

○ どの曲を選ぶか話し合い，グル

ープをつくる。 

○ グループごとに工夫するとこ

ろを話し合う。 

○ グループごとに合唱の練習を

する。 

○ グループごとの発表を聴き，意

見交換をする。 

 大人の声のひびきや，合唱の

種類に気を付けてきこう。 

○ 「荒城の月」や「箱根八里」を，

いろいろな形態の合唱で聴く。 

○ それぞれの合唱で気付いたこ

とや感じたことを話し合う。 

○ イメージ豊かに歌う楽しさ

を味わうことができるように

するために，星空を見たときの

思い出を発表させるようにす

る。 

○ 美しい歌声にするために，姿

勢や口の開け方，言葉の発音の

仕方に気を付けさせる。 

○ 三部合唱への意欲を高める

ために，前時に聴いた斉唱の範

唱と聴き比べ，違いに気付かせ

るようにする。 

○ 正しい音程で歌うことがで

きるようにするために，声部ご

とに「学習の広場」を設定する。 

○ 自分たちの合唱の高まりを

実感できるようにするために，

全体を二つのグループに分け

て，聴き合う活動を取り入れる

ようにする。 

○ 自分たちの演奏が評価でき

るように，演奏を録音する。 

○ よりよい合唱に練り上げて

いくために，音量のバランスと

曲の山に気を付けて演奏した

ものと，そうでないものとを聴

き比べるようにする。 

○ 選択曲は子供の発達段階を

考慮し，次のような観点で準備

する。 

【形態】多様な合唱の響きを味わ 

うことができるような二部

合唱または簡単な三部合唱

の曲 

【内容】子供たちが興味をもつよ 

うな曲，子供たちが知って 

いる曲 

【技能】音程がとりやすい曲 

○ 滝廉太郎の歌曲のすばらし

さにふれることができた喜び

を味わうことができるように

するために，それぞれの曲を伴

奏に合わせて歌う活動を取り

入れるようにする。 
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５ 本 時（３／８） 

 (1) 目 標 

  ア 他の声部との声の響き合いに気を付けながら，三部合唱することができる。【知識及び技能】 

  イ 合唱の響きに関心をもち，進んで合唱の活動に取り組むことができる。 

【学びに向かう力，人間性等】 

 (2) 本時の展開に当たって 

   子供たちがそれぞれのパートを正しい音程で歌えるようにするために，声部ごとの「学習の

広場」をつくり，練習できるような場を設定する。また，自分たちの合唱の高まりを実感でき

るようにするために，全体を二つのグループに分け，相互発表の活動を取り入れるようにする。 

 (3) 実 際 

過 程 主 な 学 習 活 動 時間 教師の具体的な働きかけ 

 課題把握   

 

 

 

 

 

 

 

 

 課題追求  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  まとめ  

１ 「星の世界」を三部合唱し，本 

時の学習について話し合う。 

音程に気を付けて，きれいな 

ひびきの三部合唱をしよう。 
 

・ まだ自分のパートの音がよ

くわからないな。 

・ 星空のようなきれいな声で

歌いたいな。 
 

２ 声部ごとに分かれて，「学習の広

場」で練習する。 

・①パート…右のキーボード 

・②パート…前のピアノ 

・③パート…後ろのキーボード 

３ みんなで合わせて三部合唱の練

習をする。 

 (1) 全体で練習する。 

(2) 全体を二つのグループに分

け，練習をする。 

 ・Ａ班…右側に並んで 

 ・Ｂ班…左側に並んで 

４ グループごとに発表する。 

 

５ 学習のまとめをする。 

・ 三つのパートの音程のちが

いに気を付けて歌えるように

なりました。 

・ 星空のようなきれいな声で

歌えるように気を付けまし

た。 
 

(分) 
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○ 本時の学習の課題を明確にさせる 

ために，前の時間でうまくできなか 

ったことや，録音を聴いた感想を発 

表させるようにする。 

○ 本時での活動を焦点化するために

「音程に気を付けるためにどうすれ

ばいいかな。」「きれいな響きをつく

るためにどうすればいいかな。」など

と問いかけるようにする。 

○ 自分のパートを正しい音程で歌え

るようにするために，声部ごとに音

程を確かめながら練習できる「学習

の広場」をつくり，練習できるよう

にする。その際，練習がスムーズに

いくように全体を三つのパートに分

けておくようにする。 

○ 子供たちが主体的に学習を進めら

れるようにするために，自動伴奏キ

ーボードを準備しておく。 

○ 子供たちの技能を見取るために，

自動伴奏を流しながら三部合唱さ

せ，教師は個別に指導する。 

○ 自分たちの合唱の高まりを実感で

きるようにするために，全体を二つ

のグループに分け，他のパートと合

わせて歌う活動を取り入れる。 

○ 次時への学習に生かすために，本

時でできるようになったことや，も

っとがんばりたいところを発表さ

せ，意欲面を見取るようにする。 
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